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⽴川市では、国や東京都の計画等に基づき、「⽴川市⽴中学校部活動の地域連携・地域移⾏

に関する推進計画」を策定し、部活動の地域連携・地域移⾏に向けた取組を段階的に進めて

いきます。

休⽇の部活動で中央大学

の学生が技術指導を行ってい

ます。 ⽣ 徒 からは「年 齢 が

近いので、聞きやすい」、顧

問 の 先 ⽣ からは「⾃分 は 卓

球の競技経験がないので⾮

常に助かる」との声が聞かれました。

未来につなぐ部活動改革
市⽴中学校部活動の地域連携・地域移⾏の取組　令和６年５月から９月までの教育委員の活動

は下表の通りです。

　立川市は、国の特定防衛施設周辺整備調整交

付金を活用して、令和５・６年度の２か年で市

立小中学校全校に電子黒板を整備しました。令

和２・３年度に整備した児童・生徒一人１台タ

ブレットPCと併せて活用することで、児童・

生徒にとってより分かりやすい授業や主体的・

対話的な深い学びを進めることができます。

問学務課管理係・内線2510、2511

教育委員の活動を紹介します

電子黒板を整備しました

活動実績（令和６年５月〜９月）

問教育総務課庶務係・内線2465

5	月	11	日㈯ 立川市立中学校PTA連合会定期総会

5	月	14	日㈫ 第９回教育委員会定例会

5	月	24	日㈮
東京都市町村教育委員会連合会定
期総会

5	月	27	日㈪ 第10回教育委員会定例会

6	月	14	日㈮ 第11回教育委員会定例会

6	月	17	日㈪ 学校訪問（三中）

6	月	25	日㈫ 学校訪問（大山小）

6	月	27	日㈭
第12回教育委員会定例会

第１回総合教育会議

7	月	1	日㈪ 学校訪問（幸小）

7	月	11	日㈭
民間屋内プール（金田スイミングクラ
ブ）活用水泳授業視察

7	月	12	日㈮
学校訪問（十小）

第13回教育委員会定例会

7	月	25	日㈭ 第14回教育委員会定例会

8	月	1	 日㈭ ヤングケアラー講習会

8	月	2	 日㈮ 立川市立公立学校管理職研修会

8	月	9	 日㈮ 第15回教育委員会定例会

8	月	23	日㈮ 立川市立公立学校管理職研修会

8	月	26	日㈪
教育委員会視察研修（東日本少年矯
正医療・教育センター）

8	月	28	日㈬ 第16回教育委員会定例会

9	月	12	日㈭ 第17回教育委員会定例会

9	月	26	日㈭ 第18回教育委員会定例会

東日本少年矯正医療・教育センター視察研修の様子

三中への学校訪問の様子

※書写、第２学年の社会（地理的分野）、

社会（歴史的分野）、地図、第３学年の音

楽(一般）、音楽（器楽合奏）、第３学年の

美術、保健体育、技術・家庭の教科用図

書については、 令和６年度以前に給与済

である「採択変更前の発行者の旧版教科

用図書」を令和７年度も引き続き使用し

ます。

令和７年度以降に市立中学校で使用する
教科書を採択しました

問指導課指導係・内線2488

種　目 発行者
国語 光村図書出版株式会社

書写 光村図書出版株式会社

社会（地理的分野） 株式会社帝国書院

社会（歴史的分野） 株式会社帝国書院

社会（公民的分野） 株式会社帝国書院

地図 株式会社帝国書院

数学 東京書籍株式会社

理科 東京書籍株式会社

音楽（一般） 株式会社教育芸術社

音楽（器楽合奏） 株式会社教育芸術社

美術 光村図書出版株式会社

保健体育 株式会社大修館書店

技術・家庭（技術分野） 東京書籍株式会社

技術・家庭（家庭分野） 東京書籍株式会社

英語 東京書籍株式会社

道徳 光村図書出版株式会社

立川市立中学校教科用図書採択発行者一覧

問指導課指導係・内線2485

　教員に代わり、実技指

導などを⾏う部活動指導

員（市の会計年度任⽤職

員）を募集しています。

部活動の指導員に
なりませんか？

　市教育委員会は、８月28日㈬に開

催した教育委員会定例会において、令

和７度から令和10年度まで市立中学

校で使用する教科書を右表のとおり採

択しました。

　採択にあたっては、校長・副校長、

保護者・市民を委員とする選定検討委

員会や教員を部会員とする調査研究部

会による検討、また、教育委員会によ

る協議を重ね、公平・公正な採択に努

めました。

地域連携の取組事例（⽴川第五中学校卓球部）

◦⽣徒が地域でスポーツ・⽂化芸術活動に継続的に親しめる環境を構築していきます。

◦令和７年度末までに全市⽴中学校で、地域や学校の実態に応じて、休日の部

活動から段階的に地域連携・地域移⾏の取組が行われていることを目指します。

計画の推進目標

地域連携 地域移⾏

学校で運営・実施。地域⼈材（部活動指導員や部
活動外部指導員）の活⽤や合同部活動など。

部活動に代わる新たな地域クラブ活動。地域の多
様な団体が、学校と連携しながら運営・実施。

【メリット】	◦顧問の先⽣の異動等に関わらず、継続的に専⾨的な指導を受けられることが期待されます。
	 ◦通学する中学校の部活動になかったスポーツ・⽂化芸術活動に参加できるようになること

が期待されます。

部活動の地域連携・地域移⾏とは？

◆⽣徒数は緩やかな減少傾向で、部活動数も減少。→ 入りたい部活動がない場合も。

◆約30％の運動部で専門的な技術指導のできる顧問が不在。→専門的な指導を受けられない

場合も。

部活動の現状と課題

計画はこちらからご覧になれます。▶

詳細はこちらからご覧になれます。


